
1
．
は
じ
め
に
 
 

デ
ュ
ー
イ
は
一
望
忘
年
の
2
ケ
月
に
及
ぷ
束
京
帝
国
大
学
で
の
 
 

講
義
で
、
日
本
の
学
者
か
ら
の
注
目
を
浴
び
た
。
そ
の
後
間
も
な
 
 

く
、
デ
ュ
ー
イ
の
重
要
な
著
作
の
一
つ
 
「
民
主
主
義
と
教
育
」
が
 
 

帆
足
理
一
郎
に
よ
り
翻
訳
さ
れ
、
同
年
洛
陽
堂
に
よ
り
出
版
さ
れ
 
 

た
喝
そ
の
後
、
デ
ュ
ー
イ
の
論
述
に
関
す
る
研
究
が
一
時
行
わ
 
 

れ
た
が
、
戦
前
の
国
内
情
勢
に
よ
り
中
断
し
た
。
第
二
次
世
界
大
 
 

戦
後
、
デ
ュ
ー
イ
の
理
論
が
再
び
注
目
さ
れ
、
関
連
す
る
論
文
が
 
 

多
く
発
表
さ
れ
、
デ
ュ
ー
イ
の
著
作
は
い
く
つ
か
の
日
本
語
翻
訳
 
 

版
が
出
さ
れ
た
。
近
年
、
デ
ュ
ー
イ
の
理
論
の
全
体
像
へ
の
把
握
 
 

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
p
－
薫
一
W
O
昇
O
C
C
u
p
a
t
i
O
ロ
な
ど
具
体
化
 
 

さ
れ
た
デ
ュ
ー
イ
理
論
の
概
念
に
つ
い
て
の
探
求
が
盛
ん
に
行
わ
 
 

れ
て
き
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
調
べ
て
み
る
と
、
デ
ュ
ー
イ
理
 
 

デ
ュ
ー
イ
の
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て
の
考
察
 
 

司
 
 

論
の
重
要
概
念
の
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
に
つ
い
て
、
実
に
い
ろ
い
ろ
 
 

な
日
本
語
の
訳
し
方
が
持
ち
込
ま
れ
、
今
も
定
着
さ
れ
よ
う
と
し
 
 

な
い
。
時
に
デ
ュ
ー
イ
の
も
う
一
つ
の
重
要
概
念
「
W
O
r
k
」
と
 
 

同
じ
日
本
語
訳
で
論
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
そ
し
て
、
最
近
の
 
 

研
究
に
お
い
て
、
英
単
語
そ
の
ま
ま
使
う
か
、
プ
レ
ー
、
オ
キ
ュ
 
 

ペ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
カ
タ
カ
ナ
で
表
示
す
る
こ
と
が
目
立
っ
て
き
 
 

た
。
デ
ュ
ー
イ
の
論
述
は
教
育
哲
学
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
 
 

が
、
同
一
概
念
に
対
し
、
異
な
る
言
葉
で
議
論
す
る
の
は
、
理
論
 
 

に
対
す
る
認
識
の
欠
如
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
 
 

わ
れ
る
。
ま
た
、
デ
ュ
ー
イ
研
究
に
お
い
て
、
同
じ
概
念
を
異
 
 

な
る
日
本
語
で
論
述
す
る
と
、
研
究
者
間
の
意
思
疎
通
が
阻
害
 
 

さ
れ
、
研
究
成
果
も
活
用
し
難
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
 
 

筆
者
は
デ
ュ
ー
イ
の
概
念
そ
の
も
の
を
探
求
す
る
の
で
は
な
く
、
 
 

「
O
C
C
亡
p
a
江
O
n
」
と
い
う
概
念
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て
整
理
、
検
 
 

討
し
、
こ
れ
か
ら
の
デ
ュ
ー
イ
研
究
に
役
立
と
う
と
す
る
。
 
 

克
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2
．
研
究
の
範
囲
・
方
法
 
 

筆
者
が
関
連
す
る
資
料
を
調
べ
た
結
果
、
p
－
a
y
．
w
O
r
k
な
ど
に
 
 

射
し
、
ほ
と
ん
ど
定
着
さ
れ
て
い
る
訳
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
 
 

重
要
な
概
念
と
し
て
の
「
O
C
C
u
p
a
訂
n
」
に
射
し
、
職
業
、
作
業
、
 
 

仕
事
、
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
用
語
が
使
わ
れ
て
い
た
。
特
 
 

に
河
村
望
の
翻
訳
に
お
い
て
、
「
O
C
C
u
p
a
已
O
n
」
と
「
W
O
r
k
」
両
 
 

方
を
「
仕
事
」
と
訳
す
場
合
も
あ
る
。
重
要
な
概
念
に
対
し
、
異
 
 

な
る
用
語
を
使
う
の
は
、
認
識
の
甘
さ
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
 
 

言
語
そ
の
も
の
の
変
化
で
あ
る
か
、
筆
者
は
疑
問
を
抱
え
て
い
た
。
 
 

そ
れ
を
解
く
た
め
に
、
本
論
は
、
今
ま
で
の
翻
訳
文
や
、
論
者
を
 
 

調
査
し
、
そ
の
原
因
を
探
ろ
う
と
す
る
。
 
 
 

デ
ュ
ー
イ
の
著
書
に
お
い
て
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
は
特
に
「
学
 
 

校
と
社
会
」
及
び
「
民
主
主
義
と
教
育
」
に
お
い
て
多
く
論
じ
ら
 
 

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
民
主
主
義
と
教
育
」
 
の
第
1
5
寧
は
「
学
 
 

校
数
育
に
お
け
る
遊
び
と
仕
事
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
「
p
－
a
y
」
、
 
 

「
W
O
r
k
」
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
の
関
係
を
多
く
論
じ
て
い
る
。
そ
の
 
 

た
め
、
本
論
は
特
に
こ
の
章
を
焦
点
と
し
、
訳
語
を
収
集
す
る
。
 
 

他
に
、
「
O
C
C
u
p
a
許
n
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
論
文
を
収
集
し
、
 
 

「
0
〔
C
u
p
a
t
i
O
ロ
」
の
訳
語
を
分
析
す
る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
日
本
と
同
 
 

じ
時
期
か
ら
デ
ュ
ー
イ
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
中
国
の
翻
訳
と
論
 
 

文
を
分
析
し
、
日
本
語
と
中
国
語
の
訳
し
方
を
比
較
す
る
。
最
後
 
 

に
、
時
代
別
に
英
和
辞
典
で
の
「
O
C
C
u
p
a
許
已
の
解
釈
を
整
理
し
、
 
 

分
析
す
る
。
ま
た
、
訳
文
に
お
い
て
、
「
O
C
n
u
p
a
t
i
O
n
」
と
深
い
 
 

関
係
を
持
っ
て
い
る
概
念
「
宅
O
r
k
」
が
「
O
C
C
u
p
a
｛
i
O
n
」
と
同
 
 

じ
日
本
語
で
訳
さ
れ
た
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
二
つ
の
概
念
 
 

の
訳
し
方
を
対
比
し
論
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
 
 

は
以
上
の
手
続
き
を
通
し
て
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
 
の
訳
し
方
を
よ
 
 

り
明
確
に
し
た
い
。
 
 

3
．
翻
訳
著
書
に
お
け
る
「
O
C
C
u
P
a
1
5
．
⊃
」
 
の
日
本
 
 

語
訳
 
 

今
、
知
ら
れ
て
い
る
最
初
の
日
本
語
訳
は
帆
足
訳
洛
陽
堂
出
版
 
 

の
「
民
主
主
義
と
教
育
」
で
あ
る
。
戦
後
2
回
再
版
さ
れ
た
。
そ
 
 

の
後
、
い
く
つ
か
の
翻
訳
が
出
版
さ
れ
た
が
、
今
、
人
手
で
き
る
 
 

翻
訳
版
に
は
、
第
1
5
章
の
内
容
を
省
略
し
た
も
の
が
多
く
、
本
論
 
 

に
は
扱
わ
な
い
。
忘
3
年
代
に
入
っ
て
、
松
野
川
の
翻
訳
版
が
 
 

出
版
さ
れ
、
N
0
0
0
年
に
入
っ
て
河
村
m
の
翻
訳
版
も
出
版
さ
れ
 
 

た
。
本
論
に
は
、
主
に
こ
の
3
つ
の
翻
訳
版
を
取
り
入
れ
る
。
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3
．
1
 
帆
足
理
一
郎
訳
教
育
哲
学
概
論
 
 
 

デ
ュ
ー
イ
訪
日
後
間
も
な
く
、
帆
足
は
〝
D
e
m
O
C
r
a
C
y
a
n
d
 
 

E
d
u
c
a
t
i
O
n
〟
を
翻
訳
し
、
こ
れ
が
「
教
育
哲
学
概
論
」
…
と
い
 
 

う
書
名
で
、
洛
陽
堂
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
デ
ュ
ー
イ
 
 

著
作
の
最
初
の
日
本
語
訳
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
帆
足
訳
 
 

教
育
哲
学
概
論
に
お
い
て
、
「
P
L
A
Y
 
A
Z
D
宅
O
R
K
H
N
T
H
E
 
 

C
U
R
R
H
C
U
L
U
M
」
は
「
課
程
に
於
け
る
遊
戯
と
作
業
」
と
、
「
T
b
e
 
 

P
－
a
c
e
O
f
A
c
亡
く
e
O
c
c
u
p
a
｛
i
O
ロ
S
i
n
E
d
u
c
a
t
i
O
n
」
は
「
教
育
上
 
 

に
於
け
る
業
務
の
地
位
」
と
、
「
A
く
a
i
－
a
b
訂
O
c
c
u
p
a
許
n
s
」
は
 
 

「
有
効
な
る
業
務
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
他
の
「
p
訂
y
 
 

a
n
d
w
O
r
k
」
は
「
遊
戯
と
作
業
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
。
帆
足
は
 
 

「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
ロ
＝
業
務
」
、
「
W
O
r
k
＝
作
業
」
、
「
p
－
a
y
＝
遊
戯
」
と
、
 
 

一
対
一
の
概
念
対
応
関
係
に
お
い
て
翻
訳
を
進
め
た
。
こ
の
ハ
ッ
 
 

キ
リ
と
し
た
対
応
関
係
は
一
党
芯
年
、
－
当
山
年
春
秋
社
に
よ
り
刊
 
 

行
さ
れ
た
改
定
新
版
に
お
い
て
も
、
一
貫
さ
れ
た
。
 
 

3
．
2
 
松
野
安
男
訳
「
民
主
主
義
と
教
育
」
 
 

－
当
∽
年
岩
波
書
店
に
出
版
さ
れ
た
松
野
安
男
訳
「
民
主
主
義
 
 

と
教
育
」
㈹
に
お
い
て
、
「
P
L
A
Y
A
宅
D
宅
O
R
K
一
望
T
H
E
 
 

C
U
R
R
H
C
U
L
已
M
」
は
「
教
育
課
程
に
お
け
る
遊
び
と
仕
事
」
と
、
 
 

「
T
訂
P
訂
c
e
O
f
A
c
t
i
く
e
O
c
c
u
p
a
訂
n
s
i
n
E
d
u
c
a
昏
n
」
は
「
敦
 
 

育
に
お
け
る
活
動
的
な
作
業
の
位
置
」
と
訳
さ
れ
た
。
「
A
く
註
a
b
－
e
 
 

O
c
c
u
p
a
t
i
O
ロ
S
」
は
「
有
効
な
作
業
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
 
 

ほ
か
の
 
「
p
－
a
y
a
n
d
w
O
r
k
」
は
「
遊
び
や
仕
事
」
と
訳
さ
れ
て
 
 

い
た
。
即
ち
、
松
野
の
翻
訳
に
お
い
て
、
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
は
「
作
業
」
、
 
 

w
O
r
k
は
「
仕
事
」
と
し
て
使
い
分
け
て
い
た
。
ま
た
、
松
野
の
 
 

翻
訳
に
お
い
て
、
「
W
O
r
k
」
を
動
詞
と
し
て
「
働
く
」
と
訳
し
た
 
 

場
合
も
あ
る
。
 
 

3
．
3
 
金
丸
弘
幸
訳
民
主
主
義
と
教
育
 
 

－
岩
舟
年
西
洋
の
教
育
思
想
全
2
0
巻
の
第
1
9
巻
と
し
て
、
金
丸
 
 

訳
の
 
「
民
主
主
義
と
教
育
」
囲
が
玉
川
大
学
出
版
部
に
よ
り
出
版
 
 

さ
れ
た
。
第
1
5
単
に
お
い
て
、
金
丸
は
「
P
L
A
Y
A
N
D
宅
O
R
K
 
 

I
N
 
T
H
E
 
n
U
R
R
i
C
U
L
U
M
」
を
「
教
育
課
程
に
お
け
る
遊
戯
 
 

と
仕
事
」
と
訳
し
た
。
「
T
b
e
P
－
発
e
O
”
A
c
t
i
く
e
 
O
c
c
u
p
a
t
i
O
ロ
S
 
 

i
ロ
E
d
u
n
a
t
i
O
ロ
」
を
「
教
育
に
お
け
る
活
動
的
作
業
の
位
置
」
と
 
 

訳
し
た
。
そ
し
て
、
「
A
く
邑
a
b
k
O
c
c
u
p
a
許
n
s
」
を
「
有
効
 
 

な
作
業
」
と
、
「
p
訂
y
a
n
d
w
O
r
k
」
を
「
遊
戯
と
仕
事
」
と
、
 
 

「
O
u
t
S
i
d
e
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
S
」
を
「
外
で
の
作
業
」
と
訳
し
た
。
金
 
 

丸
は
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
＝
「
作
業
」
、
「
W
O
r
巴
＝
「
仕
事
」
と
 
 

使
い
分
け
て
い
た
。
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3
．
4
 
河
村
望
訳
民
主
主
義
と
教
育
 
 
 

N
害
○
隼
人
間
の
科
学
新
社
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
デ
ュ
ー
イ
＝
 
 

ミ
ー
ド
著
作
集
．
9
民
主
主
義
と
教
育
m
は
河
村
に
よ
っ
て
翻
訳
 
 

さ
れ
た
。
河
村
の
翻
訳
に
お
い
て
、
「
P
L
A
Y
 
A
Z
D
 
W
O
R
K
 
 

H
2
T
㌍
E
 
C
U
R
R
H
C
U
L
U
M
」
 
は
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
 
 

遊
び
と
仕
事
」
と
、
「
T
訂
P
－
a
c
e
O
f
A
c
江
く
e
 
O
c
c
u
p
a
江
○
ロ
S
i
n
 
 

E
d
u
c
a
已
O
n
」
は
「
教
育
に
お
け
る
活
動
的
作
業
の
位
置
」
と
訳
 
 

さ
れ
て
い
た
。
「
A
く
邑
a
b
l
e
 
O
c
c
u
p
a
野
口
S
」
 
は
「
役
に
立
つ
 
 

作
業
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
他
の
「
p
l
a
y
賀
d
w
O
r
k
」
 
 

は
「
遊
び
と
仕
事
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
「
O
u
t
S
i
d
e
 
 

O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
S
」
の
「
O
C
C
u
p
a
許
n
s
」
は
「
仕
事
」
と
、
ま
た
、
「
m
O
d
e
s
 
 

O
ご
c
c
u
p
a
t
i
O
n
」
は
「
仕
事
の
様
式
」
と
訳
さ
れ
て
い
た
。
 
 
 

以
上
、
述
べ
ら
れ
た
「
O
C
C
u
p
a
江
○
ロ
」
、
「
W
O
r
k
」
、
「
p
－
a
y
」
 
の
 
 

訳
し
方
は
表
1
に
纏
め
ら
れ
る
。
 
 
 

表
1
で
示
し
た
よ
う
に
、
帆
足
以
後
の
翻
訳
は
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
 
 

に
つ
い
て
、
「
作
業
」
を
使
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
「
W
O
r
k
」
に
つ
 
 

い
て
「
仕
事
」
を
使
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
た
、
河
村
以
外
の
訳
 
 

者
は
同
じ
作
品
に
お
い
て
、
「
O
C
C
u
p
a
許
n
」
と
「
W
O
r
k
」
と
を
 
 

異
な
る
言
葉
で
訳
し
、
区
別
し
た
。
河
村
は
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
ロ
」
と
 
 

「
W
O
r
k
」
を
同
じ
言
葉
「
仕
事
」
 
で
訳
し
た
場
合
が
あ
り
、
厳
格
 
 

に
区
別
さ
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
 
 

表1「occupation」などの訳し方  

著者／訳文  OCCupat10n   work   play   出版年   

帆足   業務   作業   遊戯   1919／1959   

牧野   作業   仕事、働く   遊び   1975   

金丸   作業   仕事   遊び   1984   

河村   
作業、仕事、  

職業   

仕事   遊び   2000   
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表
1
で
現
れ
た
二
つ
の
課
題
が
検
証
し
た
い
。
一
つ
は
、
－
誤
口
 
 

年
代
以
後
、
時
代
の
変
化
に
よ
り
言
葉
自
体
が
変
化
さ
れ
た
の
か
。
 
 

も
う
一
つ
は
、
河
村
の
訳
文
に
お
い
て
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
を
「
仕
事
」
 
 

に
訳
す
の
は
合
理
的
な
の
か
。
言
葉
の
変
化
が
あ
る
か
ど
う
か
に
 
 

つ
い
て
、
ま
ず
、
翻
訳
文
よ
り
多
く
発
表
さ
れ
た
デ
ュ
ー
イ
研
究
 
 

の
論
文
を
検
証
す
る
。
そ
し
て
、
戦
前
デ
ュ
ー
イ
研
究
の
分
野
に
 
 

お
い
て
、
深
く
関
わ
り
を
持
つ
中
国
の
学
者
た
ち
の
訳
文
と
論
文
 
 

を
検
証
し
た
い
。
最
後
に
時
代
別
の
英
和
辞
書
の
内
容
を
検
証
し
 
 

た
い
。
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
と
「
W
O
r
k
」
と
の
区
別
に
つ
い
て
、
今
 
 

ま
で
デ
ュ
ー
イ
研
究
者
が
行
っ
た
原
作
に
基
づ
く
判
別
で
は
、
結
 
 

論
が
得
ら
れ
に
く
い
の
で
、
筆
者
は
量
的
な
手
法
を
用
い
て
検
証
 
 

し
た
い
。
 
 

4
．
同
時
代
の
「
O
C
C
U
P
a
t
す
⊃
」
 
の
中
国
語
訳
 
 

デ
ュ
ー
イ
は
一
望
忘
年
4
月
日
本
を
離
れ
、
上
海
か
ら
中
国
で
 
 

の
旅
を
始
め
た
。
そ
の
後
2
年
間
に
渡
っ
て
、
中
国
各
地
で
講
演
 
 

を
行
っ
て
、
中
国
の
教
育
、
思
想
革
新
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
 
 

当
時
、
デ
ュ
ー
イ
の
著
作
も
多
く
翻
訳
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
 
 

現
存
す
る
も
の
は
少
な
い
。
郷
恩
潤
詳
述
、
－
畏
加
年
上
海
商
務
 
 

印
書
館
に
出
版
さ
れ
た
「
民
本
主
義
与
教
育
」
閻
は
筆
者
が
入
手
 
 

帆足と郷の訳し方の適い  

著者／訳文  OCCupation   work   play   出版年   

帆足   業務   作業   遊戯   1919   

都   作業   工作   遊戯   1928   

松野   作業   仕事、働く   遊び   1975   

金丸   作業   仕事   遊び   1984   

河村   
作業、仕事、  

職業   

仕事   遊び   2000   
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で
き
る
一
番
古
い
中
国
語
版
で
あ
っ
た
。
郁
は
「
p
訂
y
」
を
「
逝
戯
」
、
 
 

「
W
O
r
k
」
を
「
工
作
」
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
ロ
」
を
「
作
兼
」
と
訳
し
て
 
 

い
た
。
こ
れ
を
日
本
語
訳
と
比
較
す
れ
ば
、
表
2
で
示
し
た
よ
う
 
 

な
遠
い
が
あ
る
。
 
 
 

表
2
で
示
し
た
よ
う
に
、
郷
の
「
O
C
C
u
p
a
江
○
巳
 
の
訳
し
方
 
 

は
戦
後
の
松
野
、
河
村
（
一
部
）
 
の
訳
し
方
と
同
様
で
あ
る
。
帆
 
 

足
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
中
国
語
の
「
工
作
」
は
日
本
語
 
 

の
「
仕
事
、
働
く
、
及
び
職
業
」
に
近
い
意
味
を
持
っ
て
い
て
、
 
 

中
日
辞
書
で
は
、
一
般
的
に
「
仕
事
」
と
訳
す
。
中
国
語
訳
版
は
 
 

参
考
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
日
 
 

中
間
の
研
究
者
の
往
来
が
多
く
、
少
な
く
と
も
忘
∽
○
年
代
か
ら
 
 

「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
と
「
作
業
」
と
の
中
国
語
で
の
対
応
関
係
が
日
 
 

中
両
国
の
研
究
者
に
知
ら
れ
て
い
た
。
 
 

5
．
日
本
語
論
文
に
お
け
る
「
O
C
C
u
P
a
｛
す
⊃
」
 
の
訳
 
 

し
方
 
 

デ
ュ
ー
イ
の
著
書
の
翻
訳
以
外
、
デ
ュ
ー
イ
を
研
究
す
る
論
文
 
 

も
今
ま
で
数
多
く
発
表
さ
れ
て
い
た
。
 
 

－
澄
か
年
中
和
書
院
に
出
版
さ
れ
た
永
野
芳
夫
の
 
「
デ
ュ
ー
イ
 
 

の
教
育
哲
学
」
咽
は
デ
ュ
ー
イ
が
北
京
大
学
で
し
た
講
演
の
中
国
 
 

譜
筆
記
を
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
第
三
諦
児
童
方
面
－
教
 
 

帝
の
根
基
」
に
お
い
て
、
琴
白
痴
出
し
て
講
じ
ま
す
の
は
、
「
遊
戯
」
 
 

及
び
「
工
作
」
 
（
作
業
）
 
と
本
能
の
訓
練
と
の
関
係
で
あ
り
ま
す
。
 
 

遊
戯
と
作
業
は
、
身
体
的
横
能
に
対
し
て
…
』
と
記
述
さ
れ
て
い
 
 

た
。
そ
し
て
、
「
倣
戯
（
D
r
a
m
a
許
a
已
○
ロ
）
と
工
作
（
宅
O
r
k
）
」
に
、
 
 

著
者
は
「
倣
戯
は
演
戯
、
工
作
は
作
業
。
倣
は
作
の
俗
字
」
と
説
 
 

明
文
を
入
れ
た
。
永
野
は
「
W
O
r
k
」
を
「
作
業
」
と
解
説
し
た
の
で
、
 
 

帆
足
の
訳
し
方
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

小
林
（
－
当
∞
）
憫
は
「
デ
ュ
ー
イ
・
ス
ク
ー
ル
の
O
C
C
亡
p
a
t
i
O
n
 
 

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
論
文
に
お
い
て
、
「
学
校
活
動
の
 
 

中
心
は
、
こ
れ
ま
で
教
科
日
と
い
わ
れ
て
き
た
も
の
よ
り
も
む
し
 
 

ろ
O
C
C
u
p
a
江
O
n
の
な
か
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
 
 

ど
を
論
じ
、
「
O
C
C
u
p
a
江
○
ロ
」
 
の
ま
ま
議
論
を
進
め
た
。
ま
た
、
 
 

引
用
と
し
て
、
「
教
科
日
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
活
動
的
な
作
業
 
 

す
な
わ
ち
O
C
C
u
p
a
許
n
－
」
と
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
対
応
関
 
 

係
を
明
確
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
「
作
業
」
と
 
 

の
関
連
性
を
示
し
た
。
 
 
 

松
本
㈹
は
【
淫
道
年
に
発
表
し
た
「
デ
ュ
ー
イ
の
興
味
論
に
つ
 
 

い
て
の
一
考
察
（
Ⅱ
）
」
の
副
題
に
お
い
て
、
「
仕
事
（
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
）
 
 

と
し
て
の
興
味
と
努
力
」
と
記
述
し
た
。
他
に
「
子
ど
も
の
仕
事
 
 

（
O
n
C
u
p
a
已
○
ロ
）
 
へ
の
興
味
…
」
な
ど
、
「
O
C
C
u
p
a
ど
ロ
」
と
「
仕
事
」
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と
の
対
応
関
係
を
明
確
に
し
、
使
い
分
け
て
い
た
。
 
 
 

伊
藤
博
美
（
N
吉
○
）
岡
は
「
遊
び
（
p
官
）
」
と
「
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
 
 

ン
 
（
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
）
」
と
「
仕
事
（
w
O
r
k
）
」
で
議
論
を
重
ね
た
。
 
 

ま
た
、
『
「
遊
び
」
は
一
種
の
 
（
a
c
t
i
く
e
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
S
）
 
で
あ
る
』
 
 

と
論
じ
た
。
（
a
〔
t
i
く
e
O
C
C
u
p
a
t
i
O
ロ
S
）
に
つ
い
て
は
、
適
当
な
日
 
 

本
語
訳
が
捷
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
国
語
辞
書
桝
を
開
い
て
み
た
ら
、
 
 

「
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
」
 
の
項
目
が
な
い
。
と
い
う
の
は
、
日
本
 
 

語
と
し
て
の
認
知
度
が
ま
だ
低
く
、
日
本
語
と
し
て
の
理
解
が
難
 
 

し
い
。
 
 
 

森
閥
は
N
0
0
N
年
に
発
表
し
た
『
デ
ュ
ー
イ
・
ス
ク
ー
ル
に
お
 
 

け
る
「
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
」
 
（
O
C
C
u
p
a
t
i
O
ロ
）
 
の
実
践
的
考
察
』
 
 

に
お
い
て
、
「
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
」
を
用
い
て
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
 
 

に
つ
い
て
の
論
を
進
め
た
。
と
こ
ろ
で
、
N
0
0
↓
年
の
論
文
閻
に
 
 

お
い
て
、
『
「
仕
事
（
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
）
」
の
位
置
づ
け
』
、
「
多
様
な
 
 

形
態
の
活
動
的
な
仕
事
〔
a
c
t
i
完
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
〕
を
学
校
に
導
入
 
 

す
る
」
な
ど
、
「
O
C
C
u
p
a
許
n
」
と
「
仕
事
」
と
の
訳
語
の
対
応
 
 

関
係
を
示
し
た
同
時
に
、
『
デ
ュ
ー
イ
は
「
仕
事
（
オ
キ
ュ
ペ
ー
 
 

シ
ョ
ン
）
」
、
す
な
わ
ち
、
「
個
人
の
デ
ュ
ー
イ
・
ス
ク
ー
ル
の
カ
 
 

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
「
仕
事
（
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
）
」
の
位
置
づ
け
 
 

に
つ
い
て
…
』
の
よ
う
に
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
と
「
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
 
 

ン
」
の
併
用
を
行
っ
た
。
森
に
よ
れ
ば
、
内
容
は
「
O
C
C
u
p
a
許
n
」
、
 
 

枠
組
み
は
「
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
」
で
区
別
し
て
論
じ
て
い
る
。
 
 
 

千
賀
ら
（
N
0
0
巴
冊
は
「
社
会
的
側
面
に
も
と
づ
い
て
代
表
的
 
 

な
仕
事
（
O
C
〔
u
p
a
t
i
O
n
）
が
選
択
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
」
や
「
手
 
 

作
業
や
大
工
仕
事
と
い
っ
た
仕
事
（
O
C
〔
u
p
a
t
i
O
n
）
 
の
形
態
を
と
 
 

る
活
動
」
な
ど
と
、
「
O
C
C
u
p
a
許
已
と
「
仕
事
」
と
の
対
応
関
 
 

係
を
示
し
た
。
 
 
 

飯
塚
（
N
0
0
空
閻
は
「
p
－
a
y
」
と
「
W
O
r
k
」
に
対
し
、
「
遊
び
」
 
 

と
「
仕
事
」
で
対
応
し
た
。
「
O
C
C
u
p
a
許
n
」
に
「
オ
キ
ュ
ー
ペ
ー
シ
ョ
 
 

ン
」
で
対
応
し
た
。
以
上
の
論
文
か
ら
見
る
と
、
デ
ュ
ー
イ
研
究
 
 

に
お
い
て
、
「
O
C
C
u
p
a
江
O
n
」
や
「
W
O
r
k
」
の
日
本
語
訳
に
つ
い
 
 

て
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
近
年
、
 
 

「
オ
キ
ュ
ペ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
表
現
が
出
た
が
、
「
作
業
」
、
「
仕
 
 

事
」
、
「
オ
キ
ュ
ー
ペ
ー
シ
ョ
ン
」
 
の
訳
し
方
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
 
 

て
い
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
表
3
に
纏
め
ら
れ
る
。
 
 
 

表
3
に
よ
り
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
に
つ
い
て
、
ロ
ー
マ
字
、
カ
 
 

タ
カ
ナ
の
表
示
で
、
或
い
は
「
仕
事
」
に
訳
し
て
論
じ
る
こ
と
が
 
 

一
般
的
あ
る
。
そ
し
て
7
0
年
代
以
後
、
3
種
類
の
表
現
方
法
が
ど
 
 

ち
ら
で
も
偏
り
が
な
く
、
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
帆
足
の
訳
文
に
現
れ
た
「
業
務
」
の
訳
し
方
は
殆
ど
見
当
 
 

た
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 

151   



表3 日本語論文におけるoccupationの訳し方  

訳文／   1946  1978  1999  2000  2002  2003  2006  2007   
出現状況  

OCCupation  小林  伊藤  森  千賀  森   

オキュー  

ペーション  
伊藤  森  飯塚  森   

仕事  粉本  千賀  森  

6
．
中
国
語
論
文
に
お
け
る
「
O
C
C
u
P
a
t
5
．
⊃
」
 
の
訳
 
 

し
方
 
 

中
国
に
お
け
る
デ
ュ
ー
イ
研
究
は
日
本
と
同
じ
よ
う
に
戦
前
か
 
 

ら
行
わ
れ
て
き
た
が
、
戦
争
の
影
響
で
、
残
さ
れ
た
文
献
が
少
な
 
 

い
。
中
国
大
陸
の
共
産
党
政
権
が
成
立
し
て
か
ら
、
－
¢
澄
年
の
 
 

改
革
開
放
政
策
の
実
行
ま
で
、
中
国
大
陸
に
お
い
て
、
デ
ュ
ー
イ
 
 

研
究
が
当
時
の
政
治
状
況
の
影
響
で
自
由
な
発
想
が
で
き
な
い
も
 
 

の
の
、
他
の
形
で
存
続
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
 
 

毛
札
鋭
は
閻
英
語
の
文
献
が
人
手
し
に
く
い
時
代
に
お
い
て
、
 
 

都
訳
聞
の
「
民
衆
主
義
与
教
育
」
を
頼
り
に
、
政
治
情
勢
に
よ
 
 

る
言
葉
の
使
い
方
が
あ
る
も
の
の
、
デ
ュ
ー
イ
の
教
育
思
想
を
 
 

詳
し
く
分
析
し
た
。
毛
は
郁
訳
本
を
頼
り
に
し
た
の
で
、
当
然
 
 

「
O
C
C
u
p
a
許
n
」
は
「
作
業
」
で
あ
っ
て
、
「
W
O
r
k
」
は
「
工
作
」
 
 

で
あ
る
よ
う
に
、
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

ま
た
、
王
（
－
諾
土
間
は
原
文
「
O
C
C
u
p
a
ど
n
」
の
内
容
を
「
作
業
」
 
 

で
論
じ
た
。
論
文
に
お
い
て
（
p
．
彗
）
 
『
〝
作
業
″
‥
O
C
C
u
p
a
許
n
、
 
 

亦
可
訳
作
〝
職
業
″
b
と
解
釈
し
た
。
 
 
 

張
糾
も
同
じ
よ
う
に
、
郷
関
の
訳
文
を
重
要
な
参
考
文
献
と
 
 

し
て
論
文
を
構
成
し
た
の
で
、
都
の
訳
に
従
っ
て
「
作
業
」
で
論
 
 

文
を
構
成
し
た
。
要
す
る
に
、
中
国
大
陸
に
お
い
て
、
多
く
の
研
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究
者
が
郁
の
訳
文
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
一
般
的
に
 
 

「
作
業
」
を
使
っ
て
議
論
を
行
っ
た
。
改
革
開
放
後
、
研
究
に
お
 
 

い
て
、
政
治
的
な
色
合
い
が
薄
く
な
り
、
原
文
も
人
手
で
き
る
よ
 
 

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
李
瑛
（
N
苦
－
）
閻
の
論
文
で
は
、
 
 

「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
を
「
作
業
」
で
訳
し
、
議
論
を
重
ね
た
。
 
 
 

比
較
の
た
め
、
台
湾
の
デ
ュ
ー
イ
研
究
論
文
も
考
察
し
て
み
 
 

た
。
林
（
N
0
0
巴
膵
は
教
育
内
容
を
論
じ
た
と
き
、
デ
ュ
ー
イ
の
 
 

「
活
動
課
程
」
 
（
t
b
e
c
u
r
r
i
c
已
a
O
f
a
c
t
i
ま
已
e
s
）
 
に
つ
い
て
、
「
他
 
 

説
‥
活
動
作
業
在
教
育
上
之
所
以
有
価
億
、
国
共
能
代
表
社
食
的
 
 

情
境
。
…
」
と
引
用
で
説
明
し
た
。
デ
ュ
ー
イ
の
E
眉
e
r
i
e
n
c
e
 
 

a
n
d
E
d
u
c
a
江
O
n
を
検
索
し
て
み
る
と
、
「
活
動
作
業
」
は
「
a
c
t
i
諾
 
 

O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
S
」
の
訳
文
に
当
た
る
。
勝
（
N
0
0
ゴ
ー
訂
l
の
論
文
に
 
 

は
デ
ュ
ー
イ
の
学
校
と
社
会
と
の
関
係
を
論
じ
た
と
こ
ろ
、
「
他
 
 

要
求
拳
校
成
為
一
個
雛
型
的
社
食
、
「
作
業
」
是
宅
的
活
動
的
核
心
、
 
 

通
過
各
種
作
業
、
畢
校
婦
成
為
一
種
生
動
的
真
正
的
社
食
生
活
形
 
 

式
」
と
「
作
業
」
で
議
論
を
す
す
め
て
い
た
（
p
．
畠
）
。
そ
し
て
 
 

身
体
教
育
を
論
じ
た
と
こ
ろ
、
都
訳
の
《
民
主
（
本
）
主
義
輿
教
育
》
 
 

の
内
容
が
重
要
な
論
証
と
し
て
引
用
さ
れ
た
（
p
．
余
ふ
豊
。
勝
の
 
 

論
文
に
「
O
C
C
u
p
a
許
已
 
の
訳
し
方
を
明
確
に
し
て
い
な
い
が
、
 
 

『
《
民
主
 
（
本
）
主
義
輿
教
育
》
一
書
的
第
十
五
車
中
所
捷
到
的
‥
 
 

「
課
程
包
括
一
定
的
立
戯
輿
主
動
参
与
的
作
業
、
…
」
』
と
の
引
用
 
 か

ら
、
勝
が
都
の
よ
う
に
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
＝
「
作
業
」
で
あ
っ
 
 

た
訳
し
方
を
継
承
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

以
上
、
中
国
語
論
文
の
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
の
訳
し
方
を
見
て
み
 
 

る
と
、
中
国
語
に
お
い
て
、
デ
ュ
ー
イ
の
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
ロ
」
を
「
作
 
 

業
」
と
訳
す
方
法
が
ほ
ぼ
定
着
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 

7
．
辞
書
に
お
け
る
「
O
C
C
U
P
a
t
i
O
コ
」
 
と
「
W
O
r
k
」
 
 

の
解
釈
 
 

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
言
語
そ
の
も
の
も
変
化
し
っ
つ
あ
る
。
 
 

そ
し
て
、
O
C
C
u
p
a
許
ロ
な
ど
の
英
単
語
に
対
応
す
る
日
本
語
の
 
 

単
語
も
変
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
明
ら
 
 

か
に
す
る
た
め
に
、
筆
者
は
英
単
語
と
日
本
語
と
の
対
応
関
係
を
 
 

考
察
し
た
。
 
 
 

斎
藤
（
－
讐
巴
明
 
著
英
和
中
鮮
典
に
よ
れ
ば
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
 
 

は
従
事
、
職
業
、
業
務
の
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
名
詞
と
し
て
の
 
 

「
W
O
r
k
」
は
働
き
、
労
働
、
仕
事
、
勉
強
、
職
業
、
工
作
な
ど
と
 
 

解
釈
さ
れ
た
。
 
 
 

須
賀
ら
（
－
讐
望
の
英
和
辞
典
囲
を
調
べ
る
と
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
已
 
 

が
「
職
業
（
時
間
労
力
ヲ
占
ム
ル
モ
ノ
）
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
 
 

そ
し
て
、
「
W
O
r
k
」
に
つ
い
て
は
、
「
仕
事
、
労
働
、
作
品
、
働
ラ
ク
、
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運
転
ス
ル
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
 
 

－
笥
○
年
出
版
さ
れ
た
岩
波
英
和
大
辞
聞
に
は
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
 
 

が
「
業
務
、
仕
事
、
職
業
、
職
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
 
 

「
W
O
r
k
」
に
つ
い
て
、
「
仕
事
、
労
働
、
努
力
、
作
品
等
」
と
解
 
 

釈
さ
れ
て
い
た
。
 
 
 

N
等
－
年
出
版
さ
れ
た
ジ
ー
ニ
ア
ス
英
和
辞
典
第
3
版
囲
に
は
、
 
 

「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
が
「
職
業
、
仕
事
、
職
、
菜
（
種
）
‥
（
仕
事
・
 
 

趣
味
な
ど
と
し
て
）
従
事
す
る
こ
と
、
暇
つ
ぶ
し
《
日
本
語
の
「
職
 
 

業
」
に
最
も
近
い
語
》
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
「
W
O
r
k
」
に
つ
 
 

い
て
は
、
「
仕
事
、
労
働
、
作
業
、
任
務
、
成
果
、
研
究
、
職
業
」
 
 

と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
 
 
 

こ
こ
で
、
集
め
た
資
料
に
は
当
時
の
用
語
の
使
用
状
況
を
す
べ
 
 

て
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
明
ら
か
に
、
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
 
 

一
つ
の
こ
と
ば
が
よ
り
多
く
の
場
に
使
わ
れ
、
よ
り
多
く
の
意
味
 
 

が
持
た
さ
れ
る
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
、
以
上
の
資
料
に
よ
 
 

る
と
、
帆
足
が
生
活
し
た
時
代
に
も
「
W
O
r
k
」
を
「
仕
事
」
に
訳
し
、
 
 

議
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
少
な
く
と
も
7
0
年
代
以
後
、
 
 

「
O
C
C
u
p
a
t
i
呂
」
と
「
W
O
r
k
」
を
同
じ
言
葉
「
仕
事
」
で
訳
す
可
 
 

能
性
が
出
て
き
た
。
 
 
 

8
．
量
的
手
法
に
よ
る
河
村
訳
文
の
検
証
 
 

表
1
で
示
し
た
よ
う
に
、
河
村
の
訳
文
に
は
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
 
 

と
「
W
O
r
k
」
が
同
じ
著
書
で
同
時
に
「
仕
事
」
と
訳
す
こ
と
が
あ
る
。
 
 

当
然
、
こ
う
い
う
訳
し
方
に
は
厳
密
性
が
欠
如
し
、
研
究
者
に
批
 
 

判
さ
れ
る
。
し
か
し
、
辞
番
に
つ
い
て
の
考
察
に
よ
っ
て
、
7
0
年
 
 

代
以
後
、
両
方
と
も
「
仕
事
」
に
訳
す
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
 
 

の
で
、
ま
っ
た
く
根
拠
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
 
 

て
、
原
文
の
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
或
い
は
「
W
O
r
k
」
に
対
し
、
ど
 
 

う
い
う
日
本
語
を
用
い
た
ら
一
番
適
当
で
あ
る
か
、
結
論
が
出
ら
 
 

れ
る
と
こ
ろ
ま
で
議
論
し
が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
と
も
と
異
な
 
 

る
言
語
の
間
に
ほ
一
対
一
の
対
応
関
係
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
 
 

る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
同
一
の
著
番
で
同
じ
言
葉
で
異
な
る
原
語
 
 

を
訳
す
の
は
や
は
り
適
切
と
は
言
い
粍
い
。
筆
者
は
両
方
の
言
葉
 
 

が
ど
ち
ら
の
日
本
語
に
訳
し
て
い
い
か
よ
り
、
同
じ
言
葉
で
訳
し
 
 

て
い
い
か
と
い
う
問
題
を
、
ま
ず
解
け
た
い
。
こ
う
す
る
と
、
こ
 
 

の
二
つ
の
原
語
が
同
じ
意
味
合
い
で
使
わ
れ
て
い
る
か
否
か
、
明
 
 

確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 

同
一
の
意
味
合
い
で
の
使
用
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
研
究
 
 

者
の
解
釈
に
頼
る
な
ら
、
恐
ら
く
各
々
の
確
執
に
落
ち
る
。
そ
し
 
 

154   



て
、
筆
者
は
そ
の
よ
う
な
主
観
的
な
認
識
に
よ
ら
ず
に
よ
り
客
観
 
 

的
に
量
的
手
法
を
用
い
た
い
。
量
的
に
単
語
間
の
意
味
合
い
を
探
 
 

る
手
法
と
し
て
L
a
t
e
ロ
t
S
e
m
a
已
首
A
ロ
巴
y
s
i
s
（
「
S
A
．
潜
在
意
 
 

味
分
析
）
 
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 
 

8
 

L
S
A
に
つ
い
て
 
 
 

潜
在
意
味
分
析
（
L
S
A
）
 
は
、
大
き
な
テ
キ
ス
ト
コ
ー
パ
ス
を
 
 

統
計
計
算
で
分
析
し
、
単
語
の
文
脈
上
の
意
味
を
抽
出
あ
る
い
は
 
 

表
現
す
る
た
め
の
理
論
と
方
法
で
あ
る
。
L
S
A
は
生
の
テ
キ
ス
 
 

ト
を
使
っ
て
、
単
語
、
単
独
の
文
字
例
或
い
は
意
味
的
に
区
分
さ
 
 

れ
た
セ
ン
テ
ン
ス
、
節
、
段
落
を
解
析
す
る
。
L
S
A
は
、
与
え
 
 

ら
れ
た
す
べ
て
の
単
語
（
現
れ
て
い
な
い
、
潜
在
的
単
語
も
含
め
 
 

る
）
 
の
文
脈
的
な
集
合
に
単
語
意
味
の
類
似
性
を
推
測
す
る
た
め
 
 

．
 

の
相
互
制
約
の
セ
ッ
ト
と
、
相
互
関
連
の
単
語
の
セ
ッ
ト
が
含
ま
 
 

れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
。
 
 
 

L
S
A
は
ま
ず
テ
キ
ス
ト
を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
で
衷
硯
す
る
。
行
 
 

に
そ
れ
ぞ
れ
の
唯
一
の
単
語
を
表
し
、
各
列
に
テ
キ
ス
ト
の
一
節
 
 

或
い
は
他
の
文
晩
的
な
区
分
を
表
す
。
各
セ
ル
に
そ
の
節
（
或
い
 
 

は
文
脈
的
な
区
分
）
 
に
お
け
る
単
語
の
出
現
頻
度
を
表
す
。
そ
 
 

し
て
、
こ
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
特
異
債
分
解
（
s
i
n
g
亡
訂
く
巴
u
e
 
 

d
e
c
O
m
p
O
S
i
t
i
O
n
㍍
く
D
．
線
形
代
数
学
に
お
け
る
、
行
列
に
対
す
 
 

る
行
列
分
解
の
一
手
法
）
 
を
行
う
。
元
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
を
衰
一
 
 

と
し
、
特
異
値
分
解
を
す
る
と
、
3
つ
の
別
の
行
列
0
0
宅
「
垂
、
句
「
 
 

の
積
（
式
1
）
 
で
表
さ
れ
る
。
 
 

こ
の
内
竜
｝
は
直
交
の
偶
の
ベ
ク
ト
ル
で
元
の
行
の
要
素
を
評
 
 

価
し
、
彗
は
同
じ
方
法
で
元
の
列
の
要
素
を
評
価
す
る
。
垂
は
 
 

対
角
行
列
で
あ
り
、
蜃
の
分
解
、
復
元
さ
れ
る
時
の
評
価
値
が
 
 

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
す
べ
て
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
元
の
マ
ト
 
 

リ
ッ
ク
ス
の
最
小
次
元
に
よ
り
完
全
に
分
解
で
き
る
数
学
定
理
に
 
 

用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
小
限
の
要
素
し
か
使
わ
れ
て
い
 
 

な
い
場
合
、
復
元
さ
れ
た
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
最
小
の
正
方
形
で
あ
 
 

り
、
最
適
合
化
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
単
に
最
も
小
さ
い
ほ
う
か
ら
 
 

対
角
行
列
の
係
数
を
削
除
す
れ
ば
、
分
解
の
次
元
数
が
縮
小
で
き
 
 

る
。
こ
の
よ
う
な
次
元
縮
小
の
ス
テ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
最
適
化
さ
 
 

れ
た
衰
，
一
が
復
元
さ
れ
る
。
元
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
推
 
 

定
さ
れ
た
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
の
用
語
の
頻
度
が
よ
り
大
き
く
か
、
 
 

そ
れ
と
も
よ
り
小
さ
く
な
る
よ
う
に
変
化
す
る
。
ま
た
、
い
く
つ
 
 

か
の
現
れ
て
い
な
か
っ
た
要
素
が
断
片
的
に
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
 
 

る
。
こ
う
す
る
と
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
最
も
使
わ
れ
て
い
る
抽
象
 
 

垂
＝
葛
〓
S
〓
P
「
 
 

（
1
）
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的
概
念
間
の
関
係
が
再
評
価
で
き
る
。
そ
の
評
価
に
基
づ
い
て
、
 
 

用
語
間
或
い
は
文
書
間
の
関
連
性
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

8
．
2
 
L
S
A
を
利
用
す
る
分
析
作
業
 
 
 

河
村
の
翻
訳
m
に
お
い
て
、
「
宅
O
r
k
」
 
を
「
仕
事
」
 
に
訳
し
 
 

た
ほ
か
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
も
、
「
仕
事
」
 
に
訳
し
た
場
合
も
あ
 
 

る
。
こ
れ
ら
の
翻
訳
が
適
当
か
ど
う
か
を
、
原
文
に
お
い
て
 
 

「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
或
い
は
「
W
O
r
k
」
と
の
相
関
性
が
強
い
か
否
か
 
 

を
評
価
し
ょ
う
と
す
る
。
D
e
m
O
C
r
a
C
y
a
n
d
e
d
u
c
a
許
ロ
の
第
1
5
 
 

牽
か
ら
河
村
の
翻
訳
に
、
「
仕
事
」
と
訳
さ
れ
た
「
O
C
C
u
p
a
ど
n
」
 
 

の
箇
所
に
対
応
す
る
英
語
原
文
を
探
し
だ
す
。
そ
の
結
果
、
次
の
 
 

よ
う
な
語
と
セ
ン
テ
ン
ス
が
抽
出
さ
れ
た
。
 
 
 

そ
れ
ら
の
セ
ン
テ
ン
ス
を
文
脈
的
な
セ
ッ
ト
と
し
、
 
 

D
e
m
O
C
r
a
C
y
a
n
d
e
d
u
c
a
江
O
n
の
第
1
5
章
の
原
文
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
 
 

テ
キ
ス
ト
の
集
合
と
し
、
L
S
A
に
適
用
す
る
と
、
表
5
の
よ
う
に
、
 
 

相
関
関
係
が
現
れ
る
。
 
 
 

表
5
か
ら
分
析
し
て
み
る
と
、
「
W
O
r
k
」
と
同
じ
よ
う
に
「
仕
 
 

事
」
と
訳
し
た
各
所
は
「
W
O
r
k
」
に
無
関
係
と
は
言
い
切
れ
な
 
 

い
。
但
し
、
「
m
O
d
e
s
O
f
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
 
や
「
S
i
習
i
n
c
a
n
c
e
O
f
 
 

臣
e
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
 
の
箇
所
は
「
W
O
r
k
」
よ
り
、
「
O
C
C
u
p
a
江
○
已
 
 

の
ほ
う
が
強
い
相
関
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
要
 
 

表4 河村訳文の開港箇所  

用 語   センテンス   

Ml  OutSideoccupations  Inpioneertimes．forexample．outsideoccupationsgavea  
de艮niteandvaluableintellectualandmoraltraining．   

M2  modesofoccupation  Outdoorexcursions．gardening．cooking．sewln払printing，book－  
binding．weaving，painting．drawing，Singing．dramati2；ation．  

StOry－telling．readingandwritjngasactivepursuitswithsocial  

aims（notasmereexercisesbracquiringskillforfutureuse）．  

inadditiontoacountlessvarietyofplaysandgames．designate  
SOmeOfthemodesofoccupation，   

M3  activeoccupations  Thedemandisformaterialswhichhavealreadybeen  
Subjectedtotheperfectingworkofmind：ademalldwhich  
Showsitselfinthesubjectmatterofactiveoccupationsquiteas  
Wellasinacademicbooklearning．   

M4  activeoccupations  Butitistimeforapositivestaternent．Asidefromthefactthat  
activeoccupationsrepresentthingstodo．notstudies．their  
educationalsigniRcanceconsistsinthefactthattheymaytypify  
socialsituations．   

M5  SChooloccupations  Theillustrationisintendedtoapply，Ofcourse．tootherschool  
OCCuPationsrwood－WOrking．cooking．andonthroughthelist．   

M6  Significanceofthe  Ifinsomecases．pecuniaryrecognitiorlisalsoaresultofan  
OCCupation   actiorl．thoughnotthechiefmotivefbrit，thatfactmaywell  

increasethesigni丘caneeoftheoccupation．   
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す
る
に
、
「
宅
O
r
k
」
と
同
じ
日
本
語
で
訳
す
よ
り
、
「
W
O
r
k
」
と
 
 

区
別
し
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
に
寄
せ
ら
れ
る
日
本
語
訳
が
も
っ
と
 
 

原
文
の
文
脈
に
適
合
す
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
 
 
 

9
．
ま
と
め
 
 

「
O
C
C
u
p
a
許
n
」
や
「
W
O
r
k
」
の
日
本
語
訳
文
の
対
応
関
係
を
 
 

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
筆
者
は
入
手
で
き
る
今
ま
で
出
版
さ
れ
、
 
 

発
表
さ
れ
た
論
著
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
分
 
 

か
っ
た
。
 
 

O
 
r
O
C
C
u
p
a
許
n
」
と
「
竜
O
r
k
」
の
訳
文
に
つ
い
て
、
帆
足
の
「
業
 
 

務
」
と
「
作
業
」
の
訳
し
方
は
、
現
在
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。
 
 

そ
の
代
わ
り
に
、
「
作
業
」
と
「
仕
事
」
 
の
用
語
が
広
く
使
 
 

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
ロ
ー
マ
字
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
 
 

る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
 
 

●
 
辞
書
を
調
査
し
た
結
果
、
時
代
の
変
化
に
よ
り
、
単
語
自
体
 
 

が
複
雑
化
す
る
。
そ
の
た
め
、
同
一
原
語
に
対
応
す
る
翻
訳
 
 
 

語
が
量
的
に
増
え
、
訳
文
の
対
応
関
係
も
複
雑
化
し
、
曖
昧
 
 

さ
が
増
え
て
き
た
。
 
 

●
 
中
国
語
で
の
翻
訳
語
は
殆
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
時
代
の
変
 
 

表5 0CCupationとworkとの相関性  

Document   OCCupation   work   

OCCupation   0．33   

work   0．33   

Ml   0．46   0．41   

M2   0．91   0．35   

M3   0．22   0．25   

M4   0．40   0．35   

M5   0．28   0．30   

M6   0．85   0．38   
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化
に
よ
り
、
必
ず
し
も
訳
語
の
曖
昧
さ
が
増
え
る
と
は
限
ら
 
 

な
い
。
 
 

●
 
河
村
の
訳
文
の
中
に
同
じ
言
葉
で
異
な
る
原
語
を
訳
す
と
 
 

こ
ろ
を
量
的
方
法
で
検
証
し
た
。
1
つ
の
セ
ン
テ
ン
ス
に
 
 
 

「
O
C
C
u
p
a
許
ロ
」
と
「
W
O
r
k
」
と
の
相
関
は
差
が
あ
り
、
同
 
 

じ
日
本
語
で
訳
す
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
得
 
 

ら
れ
た
。
 
 

○
 
ロ
ー
マ
字
と
カ
タ
カ
ナ
の
表
記
を
除
け
ば
、
「
O
C
C
u
p
a
n
O
n
」
 
 

に
対
し
「
作
業
」
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
 
 

本
稿
は
量
的
な
手
法
を
用
い
て
河
村
の
訳
文
の
適
切
さ
を
単
語
 
 

の
相
関
で
検
証
し
た
。
そ
し
て
、
「
O
C
C
u
p
a
許
n
」
が
ど
う
い
う
 
 

言
語
環
境
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
収
集
し
た
資
料
を
 
 

分
析
し
た
結
果
、
「
O
C
C
u
p
a
t
i
O
n
」
に
対
し
「
作
業
」
が
よ
く
使
 
 

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
備
は
ど
の
単
語
を
 
 

使
え
ば
、
よ
り
適
切
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
 
 

な
ら
、
そ
れ
は
言
語
の
使
い
方
の
問
題
で
は
な
く
、
単
語
を
概
念
 
 

の
次
元
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
を
明
確
す
 
 

る
た
め
に
、
論
理
的
な
判
定
基
準
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
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